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教養 ・外国語教育セ ンター紀要

一般に海兵隊1と 呼ばれている四連隊に関 して、ある下院議員への手紙

千 六 百 九 十 九 年

ロ ン ド ン、 ウ ォ ー ウ ィ ッ ク レ ー ン、A.ボ ー ル ド ウ ィ ン 出 版

(3)

一般に海兵隊 と呼ばれている四連隊に関 して、ある下院議員への手紙

拝啓

先 の手紙 で2私 は海兵 四連隊の常備編成が 国民 に とって無益 な負担 とな り、海軍 に とって

迷惑 であ り、王 国の 自由に とって危険 な もの となるこ とを示そ うとしま した。

そ してそのために私は以下の四点を前提 として述べます。

第一に、私が証明 したように、七千人は近衛兵や要塞守備隊 としては多す ぎます し、結

果 として先の議会ではこれらの海兵隊をもっぱら海軍の軍役にのみ割 り当てることを決定

したので陸上戦力 としても不要であ り、その 目的にも利用で きません。

(4)

第二に、すべての国はあらゆる職業 と同様に多 くの水兵を育成するでしょうし、通常の平

和時の海軍の業務は安定した雇用先を用意することになります。というのはウィリアム ・ペ

ティ卿3が 述べておられるように水兵の賃金は一般労働者の三人分に相当します。 したがっ

て、もしわが国の航海条例が適切に遵守されれば、人々は当然のことながら供給過剰になっ

て、生計をたてるために他の職を求めることになるまでは、きわめて収入の多い雇用先を得

ることになります。これはこの職業ばか りでなくあらゆる職業においても真実です。

第三に、ある国において戦争、またはその他の原因によって軍艦に必要 とする以上の水

兵が養成され、余剰 となった人員は他の職業に就 くか、新 しい国を見つけ出すか、乞食 と

なるか、盗みをするか、 もしくは餓死することになります。それが現在のイングランドの

状況だと思います。 というのは戦時中われわれは海軍に四万人か ら五万人を維持 して きま

した。そして現在、わが国は一万人以上は雇用 していません。 したがって艦隊で養成され

た四万人近 くの人々は他の場所で生計を立てなければなりません。そ して現在は何千人 も
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17世 紀 イングラン ド常備軍論争(8)

の水兵が生活の糧が得 られずに惨めに不平を訴えています。

第四に、これ ら二つの事情か ら当然なが らこの海兵隊の常備編成は水兵にとって好まし

い養成所 とはならず、むしろ反対になります。すべての状況においてそうなると言ってい

るわけではありません。 とい うのはおそ らく水兵の需要が非常に多い戦時であったり、ま

たは海事問題を先導 しているような国においてはそのような連隊は陸上の人々を海に引 き

寄せるためには有用かもしれません。未熟な水兵で も一人 もいないよりはましですか ら。

しか し反対に、海事に十二分に精通 し、必要以上の水兵がいるような国では、そのような

(5)

常備編成は水兵を養成するにはほど遠 く、かれらは雇用の機会 を埋め、賃金 を受け取 り、

実際に養成された水兵の雇用を妨げています。

ここまで前提を述べた後で、私の意見における疑問点は海兵が同数の水兵より優れてい

るか どうかです。すなわち一万人の水兵 と三千人の海兵が一万三千人の水兵よりもこの王

国にとってより有益だと言えるのか、 とい うものです。

さて、私は反対であることを示 してみましょう。

まず第一に、水兵 と海兵 との問には独特の嫌悪感があ ります。習慣が異なるとか、作法

が異なるとか、命令指揮系統などが異なるとか。ウィリアム ・ペティ卿が述べてお られる

ように 「海兵が関与 した成功事例について水兵は心か らは喜ぶことはありません。惨めで

苦痛 に満ちて骨の折れ る仕事(そ れで も国家 にとっては有益な ものですが)に ついて

育った連中は、戦利品を獲得 したときに陸上の兵士に関連 して動 きを妨げられて邪魔され

ると考えたり、彼 らどうしで陸上の兵士 と同じ割合で分かち合わなければならない と考え

るとき、心か らは喜べ ません。」4こ れが真実であることは先の戦争で遺憾な く発揮 され

ました。当時海軍軍人 と陸軍軍人は長い航海をともなう遠征に一緒に派遣されることはあ

りませんでしたし、彼 らの相違はつねに彼 らが派遣された作戦を台無 しにしました。 とく

に西インドへ派遣 されたフランシス ・ホウィーラー卿5に よって指揮 された軍団において

は海軍士官 と陸軍士官 との問の憎悪が極端に悪化 し、遠征作戦全体が不首尾に終わり、数

千人 と巨額の資金が失われました。

(6)

第二に、海兵の給与はそのような使われ方をされるか ぎり同数の水兵の三分の一ほど高
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くつ きます。とい うのは船上の海兵は水兵の給与 を受け取 り、その うえ士官の給与 は

二万九百三十三ポンドにたっします。これは王国にとって無駄な費用です。士官はめった

に部下 と共に航海に出ることもありませんが、いっしょに航海に出れば水兵にとって邪魔

になるだけです。そ して彼 らは艦隊内で派閥をつ くります。たとえ彼 らが海軍の司令官 と

合意するようなことがあったとして も彼 らは無用であるばか りでなく海軍の司令官を堕落

させるだけであ り、任務の遂行を妨げるだけです。

第三に、彼 らの陸上での規律は海軍の規則 と衝突 することが多 く、艦隊の士官たちに有

害な考えを吹 き込むだけです。それまでは海軍士官が知 らなかったような、誤った評価方

法や誤った点呼 とか他の悪習を吹 き込んで しまいます。そ して海軍本部委員によって しば

しば告げられたことですが、あらゆる海軍の規則 と秩序を破壊 した常備編成だとして海軍

本部委員会は常に海兵隊の常備編成に反対 しました。そ して海軍本部委員 となったある紳

士は彼 らを海ネズ ミと呼んで公然 と嘲ったのです。そ してこれ らの哀れな人々は衣服や食

料がなく餓死させ られました。実際にかれ らはいつ も国家で もっとも惨めな人々で した。

第四に、陸者を水兵にする代わりに彼 らは水兵を陸者にしてしまいました。海兵が水兵

になるよりも、より多 くの水兵がそそのかされて海兵になりました。そして士官は海兵を

徴募すると一人あたり四十シリングを受け取ったのです。それで も艦隊に強制的に徴用さ

れた人々はそのような条件で上記の連隊に組み込まれ、支払われた金額は士官自身の懐に

(7)

入ったのです。

第五 に、かれ らは上陸すれば内陸地域で宿営 させ られて海軍に とって、 また国民 に

とって負担 となります。またこのことはしばしば建議され、常備編成のひとつがそれを必

要 としたにもかかわらず海軍工廠ではなんの仕事 もする義務があ りませんで した。そ して

実際、い くつかの常備編成が創設されましたが、その一つさえ注意を払われることはあり

ませんで した。そしてなかには非常に意地悪 く、これを発明 した貴族が自らどれかの連隊

長になる以外には何の意図もなかったとい うもの もいます。

第六に、かれ らは 「常備軍」について書かれたい くつかの論文で十分に証明されたよう

に王国の自由にとって危険です。すなわち少数の軍隊で も国家の自由を破壊で きるだろう

し、破壊 してきたとい ういことを反論が不可能なばか りに示 しています。イングランドで

召集 されればただちに陸上部隊となる海兵の他 にわが国王は近衛兵と守備兵七千人をも

ち、アイルラン ドに一万二千人、スコットランドに五千人、そ してオランダに六千人近

く、合計で三万三千にものぼる軍隊を持つ とき、 どれだけ容易なことで しょう。危険で恐
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るべ き兵力です。そ してわが国の(別 人の表現 を使 わせていただければ)変 節者のホ

イッグはどの治世においても、大臣ではなかったとして も、国家を隷属させるには十分な

兵力だと思ったことで しょう。

これらの不都合さと釣 り合いが とれるほど海兵が同数の水兵よりも国家に対 してどれだ

け有利なものなのか、そ して海軍に水兵がなれていないような常備編成を導入 したことを

正当化で きる理由を示 していただきたい。

(8)

私はそれにたい して笑いやあざけりを招かずにはなんの理由も、いやむしろ言い訳 とい

うべ きものを耳にすることはできないことを示さなければなりません。また私は本気で反

論 したくもありません。その題 目自体があざけりの対象 ともならない ものなのです。これ

らの紳士がたや彼 らの理由はそれ以下ですが。

理 由そ の一。

給与の支払いを受けている海兵連隊は緊急事態や勃発的事件にはおそらく召集の時間の

かかる水兵よりも態勢が整っているで しょう。

返答。

私は以前に提案 しましたが、これ らの海兵のかわりに同数の水兵を用いるべ きだと思い

ます。(そ うすれば王国にとって経費が三分の一以上 も節約 されることを示 しました)そ

れか ら実際に乗船 している水兵は大部分がいつ も陸上にいる海兵 と同様に態勢が整ってい

ると言えるで しょう。

理 由そ の二。

これらの海兵は水兵のかわりにはなりません。軍艦には水兵が乗 り組まなければなりま

せん。そ してこれらの海兵はただのおまけになります。

私はこの主張に対 して反論することを免除させていただきた く思います。6こ のような

新 しい理由づけをされる紳士がたが自らすすんで自分たちの主張する海兵は同額の給与の
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支払 い も受 けず、 同量の 肉 も食べず、 同数のハ ンモ ックで寝 るこ ともない と示 してい ただ

ける まで は。要 す るに飲 み食 い、立 ってい よ うと、横 たわ ってい よう と、座 ってい よ う

(9)

と、あたか も自分たちがより優れた水兵であるかのように同様な場所を占めるようなこと

がないと示 していただけるまでは。個人的意見ですが、かれ らは水兵が慣れ親 しんでいる

居住施設に満足 しないで しょう。 とくにしゃれものの士官たちは自分たち専用の船室を割

り当てられなければ冷遇されたと感 じるで しょう。

理 由そ の三。

敵陣に対する攻撃には十分な訓練を受けていない水兵よりも海兵の方がふさわしい。

返答。

われわれ自身の経験 はこれ に反 してい ます。 というの は彼 らは一緒 に運用 され て きま し

たが、先 の戦争 で陸上の勤務 についた とき、す なわち コーク包 囲戦7に おいて、 グラフ ト

ン公爵8指 揮下 の戦 闘において少数の水 兵が当時、 またそれ以後 も海兵全体 よ りも勇敢で

有効 な作戦 を実行 しま した。 しか し、 もしか れ らの言葉が真実で ある として も、今 は戦争

もないので敵陣 に攻撃 を加 えるこ ともあ りませ ん。そ してわれ われ は、いつ とも分か らぬ

その日寺まで、 また どこへ派遣 され るか もわか らないまま、何 をすべ きか も分か らない まま

に海兵隊 を維持す るため に莫大 な費用 を負担 しなけれ ばな らない ので しょうか。 さ らにそ

の ような 目的の ため に海兵隊 は使用 され たこ とが あるので しょうか。 そ して この八年戦争

にお いてまった く試み られ もしなか ったこ とに今後 どの よ うな理 由を信 じう とい われ るの

で しょうか。 しか しもしこれが実行可能であ る とすれ ば、 われ われ はいつで も地上軍 を船

酔いが さめるまで船上 に とどめてお くこ とによって、その ような軍役 に適す るようにで き

るで しょう。

(10)

理 由そ の四。
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海兵連隊はわが国の船舶を守るには水兵よりも適切である。そ して射撃で敵に損害を与

えるためにはより適 している。

返答。

水兵は地上軍よりは射撃が うまい と評判です。 とい うのは海上での勤務だけでなく、航

海において、そ して彼 らが寄港するい くつかの港で実際に野鳥を射撃することによって生

涯武器 になれ親 しんでいるか らです。しか しもしこれが真実でなければ、「海兵隊」とい

う言葉に本質的な美徳があると考えない限り彼 らを交代で乗船させて海上訓練をつませる

だけになるか もしれないでしょう。そ して私がすでに述べたように、これ もまた実用的で

はないというのであれば、あらたに戦争が勃発 したときには地上部隊は、ナマコが食べ ら

れるようになるまで船に留めておけばの話ですが、いつで もその 目的に整えられます。

理 由そ の五。

海兵が海上で執行する軍役の他に陸上では国王の海軍工廠で働 くことによって有益 とな

るで しょう。

返答。

海兵の常備編成の 目的は彼 らの一定数を陸上に、残 りを海上に配置することだと思われ

ます。そ してその数が どれほどであれこの主張にとっては同じことです。すなわち、三分

(11)

の二は常に海上にあ り、そして三分の一が交代で海軍工廠で勤務することになります。さ

て私がすでにお示 ししましたように、海上にいる三分の二の海兵は経費が多 くかかるばか

りで、同数の水兵ほどには役に立ちません。そしてもし陸上の三分の一が同数の技術兵 と

同様な経費がかか り、それほど有用ではない とすれば、彼 らは海上で も陸上で も役に立た

ないのですか ら、結論 としては彼 らを解散させるべ きです。

私は、それらの常備編成では陸上での彼 らの給与 は一 日八ペンスに過 ぎないことは

知っています。 しか し彼 らが全時間を重労働についや し、他の仕事がで きない とい うこと

なら、彼 らを海上に派遣するときと同様に給料が増額されるで しょう。それはついでなが
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ら、兵士が守備隊 とか他の場所で勤務させ られるときにはつねに行われることです。この

ようなや りかたをするなら彼 ら自身の給料は通常の労働者を雇 うのと同じかそれに非常に

近い ものとなるで しょう。 しか し彼 らが給料を増額 しない とすれば、私が以前に示 したよ

うに、士官の給与は全中隊の定員が充足されているとすれば連隊の給与総額の三分の一以

上になるで しょう。それほどまでに正直な紳士がたがなさるとはとうてい思いません し、

まことに不適切な考えではありますが、 もしも彼 らが偽 りの名簿を作成されるようなこと

があれば、9そ うすれば士官の給与はおそらく給与総額の半分 にもなるでしょう。そうな

るとこれはまるがかえであり、かれ らの給与は通常の技術者よりもずっと高額になるで

しょう。そうなったときの問題は、 とりたててなんの訓練 も受けずにただ無原則に魚、

鳥、ラッコ、海草などをとって育った人たちを集めただけの海兵の方が、若い ときか らな

れ親 しんだ自分たちの仕事をしている熟練者よりも国王の海軍工廠では役立つ仕事をする

とい うことになります。これに対 しては何の返事 もで きません。

(12)

しか し士官 たちは海軍工廠 で何 の仕事が あるので しょうか。彼 らも同様 にそ こで働 くこ

とになっているので しょうか。それ ともかれ らは、 まった く経験の ない仕事 を してた だ職

人の邪魔 を しているだけの兵士 たちを見 ま もるだけなので しょうか。実際 にこの問題が こ

れほど重大 でなければ、 これ らの紳士がたはわれわれを とて も楽 しませて くれるで しょう。

理由その六

これらの海兵は国王の海軍工廠で働 くことに加えて、あらゆる奇襲攻撃か ら国民を守る

でしょう。

返答。

彼 らの援助は必要ありません。 とい うのは新 しい技術が導入されていなくても国王の海

軍工廠は世界中で一番効率的に管理運営されているか らです。

第一に全ての海軍工廠を防衛するために何隻かの護衛艦(私 は三隻 と思います)が いま

す。

護衛艦の他に通常の任務を果たす一定の数の兵士がすべての船に乗船 しています。

すべての監視船、偵察艦はそれぞれの船にきちん と任務 を遂行 させるために送 り出さ
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れ、そして監視が きちんと実施されているかを見守っています。

すべての海軍工廠にはそのように危険の接近を知 らせるために常設の監視兵が(十 六人

だと思いますが)い ます。そ して鐘がならされるとすべての職人 と水兵は防衛のために海

軍工廠の士官の もとに出頭 します。このようなときに海兵を使用 しても一人の人間も増え

ることはありません。 というのはその場合にはちょうど同数の他の職人を解雇 しなければ

ならないか らです。

(13)

そ れぞ れの海軍工廠の常備編成 につい てい ちい ち語 って も退屈 なだけで しょうか ら手短

か に述べ る ことに します。す なわ ち国王 の海軍 の編成、 と くに海 軍工廠 の編 成 は世 界で

もっ とも立 派 な もので、 そ の管理 運営 体 制 の も とで われ われ は わが 国 自身の 防衛 にあ

たって きたばか りで な く、世界 中を打 ち負か し、長年海 を支配 して きま した。 しか しこれ

らの新 しい政策が好 まれ だ してか らわが 国に どの ような利益があ ったで しょうか。海軍本

部委員の方 々が一番 よ くご存知で しょう。

実際 に、私が反対 している紳士が たの誠実 さが、 もしわれ われが理解 してい る もの とは

異 なるのな ら、彼 らはこんな調子で あざけ り攻撃す るよ うな ことはなさ らないで しょう。

国王 の海軍工廠で働かせ るか、防衛 のために どの ような顔 を して彼 らを使お う と主張 され

るの で しょうか。彼 らはそれ らの どち らかの 目的 にで も八年戦争 中に海兵隊 を使用 したこ

とが あるので しょうか。平時 よ りもず っ とそ のよ うな機会 は多か ったで しょうに。そ して

どの よ うな理 由で海兵隊がそ れをい ま達成で きる と信 じられ るで しょうか。 しか し海兵連

隊 を設立す るためには何 で も主張 し、何で も実行 しなけれ ばな らない ので しょう。戦争 に

つ いてのポ リュビオス10の 意見 と して、「真の理 由は常 に隠蔽 され、 もっ ともら しい もの

が提示 される」 とい う言葉が あ ります。

海兵連 隊の設立 はオラ ンダでは無意味 だ と見 なされま した。そ の結果 この冬 にオランダ

では海兵連隊 を拒絶 したのです。そ して明 白なこ とですが、 わが廷 臣たち自身が、 どの よ

うに装お った として も、私 と同様 に海兵 をあ ま り重要で はない と考 えてい ます。 とい うの

も彼 らは八年戦争 におい て訓練 され た古 い連隊 を解散 しま した(そ れ は もし海兵が何 らか

の役 に立つ もので あった なら、その 当時役 に立て られ ていた ことで しょう)。 そ して士官

の三倍近 い数の地上連隊 をい くつか彼 らの代 わ りに海兵連隊 とい う名前で召集 してい たで

しょう。 そ して これ ら新米の水兵 はそれ まで航海 に出たこ ともな く、ず っ と陸上 に とどめ

お かれ、下 院の明 白な反対 に もかか わ らず 内陸部のい たる ところに駐屯 させ られ ま した。
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(14)

その結果、現在の議論はすでに設立された常備編成を解散 させ るべ きか どうかではなく、

平和時に新 しい常備編成を設立するべ きか どうかについて論 じるべ きです。

私見に過 ぎませんが、 どこかの廷臣がその編成を地上軍の連隊 として計画 していたので

はないで しょうか。そして外見のみにとらわれる無知な連中をだますために彼 らに新 しい

名前をつけただけなのではないで しょうか。 しか し国民の守 り神であ り名誉あるあなたが

た下院議員は外国軍の侵略 というこけお どしによって脅されることもなく、また官職の誘

惑によって道をあやまることもなく、偽 りの外見にだまされることもないことを全世界に

示 していただきたく思います。また下院議員はどれほど陛下を尊敬 し、崇敬すべ きかを

知ってお られ、退廃 して邪悪な大臣を罰することがで きます。手短に述べれば、下院議員

はイングランド国民 と隷属的なフランス国民 との違いを知ってお られます。

「騙 され たい人 は騙 され なさい」

終 わ り。

最近 出版 され たパ ンフ レッ ト 「次 に起 こるか もしれない危険 と、平和時 に地上軍 を維持す

る必要性 との釣 り合 いを考 える手紙」11に 対 す る反論 。

価格六ペ ンス。A・ ボール ドウ ィン販売。

あとが き

こ れ は.4五6"6〃0α.Mθ 祝 ∂67〔ゾPσ71ゴ〃π6疵CO〃667溺 〃g漉6Fo%7R6g珈6磁 ∫60Z脚 π0〃1ッ

cα11認1吻7伽7∫.London,1699の 翻 訳 で す 。 例 に よ っ て 著 者 名 は 不 明 で す がLoisG.

Schwoererに よ れ ば1699年1月 に 出 版 さ れ た も の と さ れ て い ま す("Chronologyand

AuthorshipoftheStandingArmyTracts,1697-1699,"No'6∫ α加1(2〃6卿 ∫,newseries,13

(no.10):382-390.)○

ま た 同 一 の 著 者 に よ る もの と思 わ れ る 前 作 は ワ イ ト島 の ニ ュ ー ポ ー トか ら送 付 さ れ た と

さ れ て い ま す 。

こ れ ま で は 平 和 時 に お け る 常 備 軍 維 持 反 対 論 が 主 と し て 地 上 軍 に 関 す る も の で した が 、

こ の パ ン フ レ ッ トは 海 兵 隊 の 常 備 編 成 に 反 対 す る もの で す 。 しか し平 時 に お い て も海 軍 力
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自体 の維持 につ いては自明の こ ととして一切反対 は表明 され てい ませ ん。

このパ ンフ レッ トで は主 として海兵隊 の新増設 に反対の意見が主張 されてい ますが、逆

に言 えば当時の政府が あ らゆる手段 を用 いて軍備 の維持、増強 に努め よう としてい たこ と

が想像 で きます。 ちなみに海兵の役割 は主 として地上戦 に移 りつつあ った時代 で したが、

航 海 中の船 内 警備、 取 り締 ま りの役割 も担 って い たの で、一般水 兵 もあ ま り好 ま し く

思 ってい なか ったこ とが記 されてい ます。

注

1

2

3

4

5

原 文 はMARINERSで あ り、 こ の 場 合 はOEDに そ の ま ま の 文 例 が 示 さ れ て い る 。

†2.2spec."Afightingmanonboardship;amarine."

a1642SirW.MonsonN7槻1T700孟 ∫1.(1704)214,"500MenatSea,whereof340

Mariners,40Gunners,120Sailors."1699(読16).4五6"6〃oα1脆 〃z∂67qズ ーPα〃 α耀 〃'

CO〃Cε7〃勿9'加Fo〃7R69ゴ 〃Z6漉S60〃Z〃ZO〃 かCα 〃64漁7初67∫.

∠L乙6"67'oごz1晩 〃z∂67ρ/Pα 〃勿〃z6〃'co〃c67〃 勿90z4α74∫ απ40α 万30〃3[∫z6].LoisG.

Schwoererに よ れ ば こ れ は1699年1月 に 出 版 さ れ た が 、"TractsentfromNewport

intheIsleofWight."と 本 文 の 最 後 に 記 さ れ て い る 。NO'6∫ 伽4(2〃6漉 ∫,newseries,

13(no.10):3890

LordWilliamPettyサ ー ・ウ ィ リ ア ム ・ペ テ ィ(1623年5月27日 一1687年12月

16日)は 、 イ ギ リ ス の 医 師 、 測 量 家 、 経 済 学 者 。 労 働 価 値 説 を 初 め て 唱 え 、 ま た 、

政 治 算 術 派 の 先 駆 と な っ た こ と か ら 、 古 典 派 経 済 学 と 統 計 学 の 始 祖 と も い わ れ る 。

ハ ン プ シ ャ ー 州 生 ま れ 。 オ ッ ク ス フ ォ ー ド大 学 の 解 剖 学 教 授 や ア イ ル ラ ン ドの 軍 医

総 監 な ど を つ と め た 。 子 孫 は ホ イ ッ グ 党 一 自 由 党 の 名 門 ラ ン ズ ダ ウ ン侯 爵 家 と して

現 在 も続 い て い る 。 『ウ ィ キ ペ デ ィ ア 』。

Po1魏cα1.47励 〃!読c々,p.57.WilliamPetty死 後1690年 に 出 版 さ れ た 。 正 式 な 題 名 は 、

1)01漉6α1/17励 〃z6'∫6ん,07/11万sco〃7s6Co〃067%初&'加Eκ'6〃'α 〃4砲1媚 〔ゾ 五α〃4∫,

1)601)16,B%〃 漉 〃gsノ 」σπ∫∂魏4乞y,Mα π蜘c伽76,Co〃z〃z6κ6,17ゴ ∫加 η,.4π 澹σ〃∫,

S6σ〃zθ〃,So1ご 漉7∫ ノ1)励1∫6んR60ε 〃鰐 ∫,∫窺6/6∫ ちTα κ6∫,S砂 θ〃πcα漉o〃,R69ゴ ∫〃ゴ6∫,

Bα 勲 ∫ノy召1媚'ガ0〃(ガ 漉%,」 耽0ノεσ∫ガ〃9ρ/S6α 〃Z6〃,⑦ん 協1∫磁'S,砺 ノ∂0躍S,S方 媚'ガ0〃,

S乃ψρ勿畠1)oω θ7厩S6α,(隻c..4∫ 劾 θ3α〃z6/61厩6∫'06麗 ηCo観'η 勿96π θ7α4伽'

〃ZO76ρ α漉6%1α 〃ツ'0'乃6T6/7π0万6∫ 〔ゾ 」研3」 悔 ゴ63砂 〔ゾ076磁B万 彪 加,α 〃4雇3

八勉9勧o解s(ゾ 」研o〃α加 らゐ α1απ¢ α〃4Fη 〃c6.

SirFrancisWhelerも し く はWheeler(1656-1694)。 英 国 の 海 軍 軍 人 。 ジ ェ イ ム ス

一161一



教養 ・外国語教育セ ンター紀要

ρ0

7

8

9

10

11

二世 によってナ イ トに叙せ られ たが 名誉 革命 以後 も海軍軍 人 と して指揮 を執 った。

彼 の西 イ ン ド遠征 は失敗 に終 わった。1694年2月 、 ジブラルタル近海 で乗 り組 んで

いた軍艦が嵐 のため難破 し、彼 も溺死 した。

ここで言明 されてい るように 「理 由その二」 に対す る 「返答」 はない。

SiegeofCork,コ ー ク包 囲戦。 イングラ ン ド王位奪 還 を 目指す ジ ェイムズニ世 軍が

ア イル ラ ン ドに上 陸 し、1690年9月 に ウ ィ リア ム三世 軍 に包 囲 され、 降伏 した。

ジェイムズニ世 は後 にフラ ンスへ逃亡 した。 匠皿PED五4.

HenryFitzRoy,FirstDukeofGrafton,グ ラ フ トン公爵(1663-1690)。 チ ャールズニ

世 の庶子 。1688年 の名誉革命 ではウ ィリアム三世 を支持 し、 ジェイムズニ世 に対抗

した。 ジェ イムズニ世 のア イル ラ ン ド侵攻 の際 にはウ ィリアム三世軍 の一指揮 官 と

して コー ク包囲戦 に参加 し、負傷 し死亡 した。彼 は1684年 にワ イ ト島総督 ロバ ー

ト ・ホームズ提督(SirRobertHolmes,1622-1692)が 兵員名簿偽造容疑で告発 され

た とき、後任 に指名 された こ とが あったが、ホームズ提督 は無罪 とな り、1692年 に

死亡す るまで総督職 に とどまった。 確皿PED五4.

注7の ように、現実 にワイ ト島総督 ロバ ー ト ・ホー ムズ提督 が兵員名簿偽造 容疑 を

か け られた事例が あるので、あて こす りの意味 を含 んでい る。 ヨーロ ッパ の傭 兵の

歴 史では兵員名簿偽造 は伝 統的事実 であ った。池良生 「傭 兵の二千年 史』 講談社 現

代新書、2002年 、98頁 参照。

Polybiusポ リュ ビオス(c205-c123B.C.):ギ リシアの歴史家;研 ∫'07磁 「歴 史』(40

巻。 ローマの世界統一 を叙述)。

L6吻 ろBα1α〃6勿9疏6/V診66∬ 勿 げ κ6ゆ 勿9α 五α〃4-Foκ6勿 丁珈 θ3げ1)6αc6,ω 励

'加Dα 〃9673疏 α'漁 ツFollo躍oπ 瓦JohnSomers,LordChancellor(1651-1716)が

1697年11月 に発表 した と言 われ てい る。当日寺の ヨー ロ ッパ情勢 を鑑み て、平和 時

に も常備軍の必要性 を説 いた もの。
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